
  セコムの成長戦略の実践

セコムのセキュリティサービスの

特長
セコムは、半世紀以上にわたってお

客様に寄り添い、変化する「安全・安

心」ニーズに合わせてセキュリティ

サービスを進化させてきました。主力

のオンライン・セキュリティシステム

は、セコムのコントロールセンターと

ご契約先に設置したセキュリティ機器

を通信回線でつなぎ、侵入や火災など

を監視するサービスです。異常信号を

受信した際には、即座に管制員が状況

を把握し、必要に応じて警察や消防へ

の通報を行います。緊急対処員は、管

制員からの指示に従い最寄りの緊急

発進拠点からご契約先へ駆けつけま

す。オンライン・セキュリティシステム

は、5年契約を基本に、以降1年ごとの

自動更新を条件とした、 “継続収入ビ

ジネス”です。セキュリティ機器は、基

技術力

セコムIS研究所が最新の技術動向

のリサーチと基礎技術の研究を担い、

技術開発本部が研究成果を含む最適

な技術を活用して信頼性の高いセキュ

リティシステムの開発を行います。研

究開発部門は、社会環境の変化や犯罪
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事業報告

本的にレンタルで提供し、セコムが責

任を持って管理することで切れ目のな

い安心を提供しています。研究開発か

ら機器の製造、セキュリティプランニ

ング、設置工事、24時間監視、緊急対

処、メンテナンスまで、オンライン・セ

キュリティシステムに不可欠なプロセ

スのすべてにセコムが責任を負うこと

で、高品質なセキュリティサービスを

実現しています。

テクノロジーの飛躍的な進化ととも

に、オンライン・セキュリティシステム

動向を分析するとともに、営業員や緊

急対処員がご契約先から得たご要望

やご意見に速やかに対応することで、

オンライン・セキュリティシステムの品

質向上を図っています。また、テクノロ

ジーの著しい進化の中、社会が必要と

するサービスを創出するため、大企業

からスタートアップに至る様々なパー

トナーとのオープンイノベーションも

導入し、最新技術を活用したシステム

の開発に取り組んでいます。

人財

高品質なサービスの提供は、社員

あってこそ成り立つものであり、人的

資本はセコムの競争力の源泉です。全

国3カ所の研修センターでは、新入社

員、緊急対処員、営業員、管理担当者な

どが「セコムの理念」や安全のプロとし

ての行動規範などを学び、お客様への

対応力強化のための専門知識やスキ

ルの習得・研鑽に励んでいます。

は侵入・火災などの異常監視だけでな

く、法人のお客様の事業活動や個人の

お客様の日常生活に役立つ様々な機

能を付加できるようになりました。非

常時には訓練を積んだ緊急対処員が

駆けつける24時間365日体制のサービ

スと、利便性に優れたサブスクリプ

ション型サービスを組み合わせた「セ

コムならではの高度化されたサービス

システム」の開発に取り組んでいます。

新たな「安全・安心」ニーズに応える

サービスラインアップを拡充すること

は、新規のお客様獲得につながります。

また、既存のお客様に新たなサービス

を提案することで、お客様との関係強

化や契約の長期化が期待できます。

セコムがこれまで培ってきた経験や

ノウハウは「技術力」「人財」「オペレー

ション・コントロール体制」といった事

業基盤に生かされています。

オペレーション・コントロール体制

オンライン・セキュリティシステム

は、独自の「オペレーション・コント

ロール体制」の下、全国ネットワーク

化されて運営されています。経験豊富

な管制員による的確な判断と指示、業

界最多となる全国約2,500カ所の緊急

発進拠点に配備された緊急対処員の

初動対応の早さが、迅速で的確な緊急

対処を可能にしています。

主な取り組み

事業所向けセキュリティサービス
セコムは、お客様の事業運営を支え

るビジネスインフラへとサービスを進

化させるべく、オンライン・セキュリ

ティシステムを中心に、豊富なセキュ

リティサービスとオープンなクラウド

サービスを連携させた高付加価値

サービスの充実を進めています。

優れたユーザビリティで拡充を続ける

「AZ」シリーズ

事業所向けのシステムセキュリティ

「AZ」は、防犯・火災監視などのリスク

管理をはじめ、従業員の勤怠管理や

設備管理など事業運営に役立つ機能

をオールインワンで提供します。ス

マートフォンの専用アプリを用いて、

外出先から画像センサーの映像やセ

キュリティ状態の確認ができ、警備

セット・解除の操作、操作履歴もタイ

ムライン形式で表示され、誰がいつ操

作したのかを確認できるなど、利便性

が評価されています。「AZ」と監視カメ

ラの連携を強化し、警備セット・解除セコム・コントロールセンター

セキュリティサービス事業

国内オンライン・セキュリティ
システムの契約先区分
（2026年3月31日現在）

事業所家庭

 サービス業 6.7%

 金融機関 5.3%

 小売・卸売業 3.2%

 製造業 3.0%

 政府機関 2.9%

 その他 16.5%

 住宅（集合住宅を除く） 39.2%

 集合住宅 23.2%
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事業報告： セキュリティサービス事業

  セコムの成長戦略の実践

の操作に加え、「セコムIPカメラ」の映

像の閲覧が1つのアプリ上で可能にな

るなど、セキュリティ機能・操作性を

高めています。

コンパクトなコントローラーを各種

防犯センサーと無線で接続可能な

「AZ-Air」は、中小規模の事務所や美

観を重視する店舗に最適です。また、

監視カメラシステム「セコムIPカメラ」

と連携させることで、「AZ-Air」のコン

トローラーやスマートフォンからライ

ブ映像を確認できます。

入退室管理システム「AZ-Access」

は、オフィスビルや研究施設、工場、大

型商業施設など幅広い施設に対応で

きる上、多様な認証方式での入退室、

最大1,000拠点までの一元管理が可

能です。さらに「セコムスマホID」を用

いると、ICカードの発行が不要な上、 

スマホをICカードのようにかざして、

セキュアかつスピーディーに認証でき

ます。

AIを導入し監視業務の負担を軽減

セコムは、AIによる画像解析技術を

用いて、人物の特定の行動をリアルタ

イムに把握することで、監視業務の負

担軽減を行っています。

行います。今後もセコムは、日本の重要

インフラの強靭化や、「安全・安心」な社

会基盤の構築に貢献していきます。

カスタマーハラスメントに対応する 

商品ラインアップ

社会問題化しているカスタマーハラ

スメント（カスハラ）に対して、企業に

対応を義務づける法律の制定が進む

一方、被害発生時の状況確認が難しい

ことが課題となっています。

2025年8月、セコムはカスタマーハ

ラスメント対策支援サービス「Safe 

Assist」を開発しました。店舗や訪問

先などで顧客対応を行う従業員は、

「iPhone」や「Apple Watch」で会話を

録音し、不安や危険を感じた際には上

司へ「HELP通報」を行うことができま

す。上司は、現場の音声をほぼリアル

タイムで聞くことができ、位置情報も

把握できるため、状況に応じた迅速な

判断や対応を行うことができます。さ

らに、状況がエスカレートし、身の危

険が生じた場合には、セコムへ警察通

報支援を要請することも可能です。

カスハラに対応するサービスとし

ては、緊急事態を位置情報とともにセ

コムへ通報できる「ココセコム」や、監

「セコムAIカメラ」は、カメラ本体に

映像解析を行うAI機能を組み込み、あ

らかじめ設定したエリア内への侵入・

滞留・混雑など、人物やモノの動きを

検知し、画面へのアラート表示やお客

様へのメール送信で異常を通知しま

す。被害や事故の早期発見だけでな

く、初動の迅速化にもつながります。

「セコムAI行動検知システム」は、監視

カメラを専用サーバーに接続すること

で、最大30台のカメラ映像を同時に解

析できます。「喧嘩・破壊」などの暴力

行為や「うずくまり・転倒」といった急

病行動など、特定の動きをAIが検出し

監視卓等に通知することで、事件や事

故の防止、監視員の負担軽減が図れま

す。「セコムVMS」と連携すれば、国内

外25社、600機種以上の監視カメラを

統合管理することが可能となり、大規

模施設の監視にも有効です。

2026年4月、セコムは、既存サービ

視カメラの映像と音声をセコムに送

信し、緊急対処員の駆けつけや警察

への通報を行う「インタラクティブセ

キュリティサービス」なども提供して

います。

家庭向けセキュリティサービス
「セコム・ホームセキュリティ」は、防

犯や火災監視、非常通報に加え、ガス

漏れ監視や救急通報、安否見守りなど

の「安全・安心」を高める機能を拡張し

ながら進化を続けてきました。

「セコム・ホームセキュリティNEO」

は、顔認証を搭載したホームコント

ローラーでの簡単操作、外出先からの

スマートフォンによるセット・解除の操

作や、家族の外出や帰宅をスマート

フォンへ自動通知する機能などが好評

で、普及が拡大しています。

オプションとして提供中の「安否み

まもりサービス」は、トイレ前など日常

生活で通る場所に設置したセンサー

で一定時間、親御さんの動きが確認で

きない場合、異常信号をセコムに送信

します。離れて暮らすご家族は、スマー

トフォンの「いつでもみまもり」アプリ

で、親御さんの生活リズムなどを確認

できるだけでなく、様子が心配な場合

スの運用効率向上、顧客体験の改善、

AI技術などを組み合わせた新サービ

スの創出を目的とした専門部署を設

立しました。

ロボットやAIを活用した省人化支援

テクノロジーの進化や人手不足が

急速に進展する中で、ロボットやAIな

ど最新技術を活用したセキュリティシ

ステムを常駐警備などに活用すること

で、人的リソースを削減しつつ、高精度

なセキュリティを実現する警備DXが

注目されています。

2025年3月、セキュリティロボット

「cocobo」は道路交通法の定める遠隔

操作型小型車として認可され、敷地周

辺の公道や公開空地で昼夜を問わず

活用可能となりました。目下、大型オ

フィスビルやイベント施設での商用導

入とともに、大規模複合施設や寺院等

での実証実験を推進中です。

2026年2月、セコムは、大手通信企

業との協業で、防衛省から陸上自衛隊

向けリモート警備システムの構築を受

託しました。両社は、陸上自衛隊の駐

屯地を警備する上での人的負担の軽

減と24時間365日の警備運用体制の

確立に向け、本システムの構築・提供を

は、アプリからセコムにご実家への駆

けつけを要請できます。

2025年10月、「セコム・ホームセ

キュリティ」は、これから生まれるデザ

インの手本となりうる、時代を超えて

スタンダードであり続ける商品やサー

ビスなどを表彰する「2025年度グッ

ドデザイン・ロングライフデザイン賞」

を受賞しました。「安全・安心」という

目に見えない価値を多面的にデザイ

ンし続け、時代に合わせたインター

フェイスを実現してきた点が評価され

ました。

高い防犯性と住環境改善を実現する

窓周りのソリューション

「SECOMあんしんガラスSG」は、セ

コムIS研究所の防犯対策の知見と大

手ガラスメーカーとの協業により開発

され、打撃や衝撃に強い構造を備え、

欧州防犯規格EN356 P6Bにも適合し

ています。空き家を狙う窃盗事件が相

次ぎ、社会的不安が高まる中、「セコ

ム・ホームセキュリティ」と連携するこ

とで、センサーが破壊行為を即座に検

知、必要に応じてセコムが駆けつける

など、犯罪の初期段階で迅速な対応が

できます。

「SECOM住環境改善フィルム」は、

ガラスを透過する直射日光の熱線を

遮断することで、室内の温度上昇を防

ぎ、冷房の使用を抑えることができま

す。2026年3月には、「労働環境改善」

「エコ対策推進」「脱炭素」を掲げる企

業向けに商品ラインアップを刷新した

ことで、企業からの需要も高まってい
「セコム・ホームセキュリティNEO」の

ホームコントローラー（高機能液晶タイプ）

「セコムスマホ ID」によりスピーディーな認証が 
可能となる「AZ-Access」

従業員の安全と安心を支える、カスタマーハラスメント 
対策支援サービス「Safe Assist」

「セコムAI行動検知システム」で検出する動きの一例
（脅迫）

  セコムの成長戦略の実践

昼夜を問わずに公道走行可能なセキュリティロボット「cocobo」
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  セコムの成長戦略の実践

ます。今後もセコムは、誰もが安心し

て暮らせる社会の実現をめざします。

　

その他のセキュリティサービス
日本初の家庭向けオートショックAED

日本では年間約9万人が心停止で救

急搬送されており、そのうちの67%が

家庭で発生しています。2025年7月、 

家庭用AEDで初めて、オートショック

機能を搭載した「セコム・MyAED」を

発売しました。救命者のためらいによ

り、ショックボタンの操作が遅れるリ

スクを低減し、救命率の向上が期待で

きます。セコムのAEDによる救命人数

は4,000名を超え、累計販売台数は40

万台を突破しました（2026年3月時

点）。今後もセコムは、“AEDがいつで

も、誰でも使える社会”の実現に取り

組んでいきます。

海外でのセキュリティサービス
15の国と地域で事業を展開

セコムは、1978年に台湾へ進出して

以来、海外事業の拡大を継続してきま

した。2025年10月、AVTEL社のグルー

プ入りにより、インドおよびオランダ

にも事業を拡大し、現在は15の国と地

域で、緊急対処サービス付オンライ

ン・セキュリティシステムを中心に市

場ニーズをとらえた多様なサービスや

商品を提供しています。

台湾では、現地証券取引所に株式を

上場する中興保全科技股份有限公司

が、最大手として大型施設の安全管理

システムからホームセキュリティまで

多様なサービスを提供中で、クラウド・

AI・IoTなどの最新技術を積極的に導

入しています。

韓国では、現地証券取引所に株式

上場する（株）エスワンが、最大手とし

てオンライン・セキュリティシステムを

中心に、ニーズに合った高付加価値

サービスを提供しています。全土に配

置された緊急発進拠点からの迅速な

対処が高く評価され、契約が拡大して

います。

中国では、沿海部を中心にセキュリ

ティ拠点を展開しています。近年のビ

ジネス環境の変化を受けてグループ

編成を見直すとともに、お客様のニー

ズをとらえた新商品の発売に注力して

います。中国社会の高齢化に対応し、

2025年7月には緊急通報サービスの

販売を開始しました。

成長期待の高い東南アジアは重点

地域と定め、タイ、マレーシア、シンガ

ポール、インドネシア、ベトナムで、オン

ライン・セキュリティシステムなどの普

及拡大を進めています（詳細は後述）。

オーストラリアでは、行政機関への

高品質なサービスの提供実績を強み

に、大手銀行や大型商業施設など民間

企業に加え、連邦政府からも継続的に

受注し、業績が堅調です。ニュージーラ

ンドでは、セキュリティサービスや保

守点検サービスを提供し、特に高性能

な監視カメラシステムが大手流通企業

や金融機関から評価されています。

トルコでは、現地パートナーのネッ

トワークを生かし、ホームセキュリティ

から大型施設の安全管理システムなど

のセキュリティサービスを提供中で、

市場に最適化したソリューションも推

進しています。

英国では、セコムPLCが英国全土で

高品質なオンライン・セキュリティシス

テムなどを提供し、金融機関や全国に

展開するホテル、飲食店などセキュリ

ティ意識の高いお客様から評価を得

ています。2024年に開始したアイルラ

ンドでの事業展開に続き、北アイルラ

ンドのRadiocontact社が2025年5月

にグループ入りし、アイルランド島全

域での事業を強化しています。

市場拡大が見込まれる海外市場で 

さらなる成長を実現

セコムは、市場ポテンシャルの大き

い海外事業の強化を「セコムグループ 

ロードマップ2027」の重点施策として

掲げ、既存ビジネスの深耕、未進出地

域や新規分野への事業展開に取り組

んでいます。

インドネシアでは、2025年9月より、

利便性が向上したオンライン・セキュリ

ティシステム「セコムスマートセキュリ

ティ」を提供中です。デジタルマーケ

ティングの活用により、契約件数が拡

大中で、市場浸透が進んでいます。今後

は、他国にも同システムの提供を広げ

ていきます。

SI（システムインテグレーション）能

力を高め、大規模施設への高度なセ

キュリティの提供にも努めています。

シンガポールやマレーシアでは、近年

の実績・サービス品質が評価され、発

電所やデータセンターなどの重要施

設でも受注しています。オーストラリ

アでは、大規模なSIのノウハウを生か

して継続受注につなげています。

2025年10月には、APAC※1やEMEA※2

を中心にグローバルセキュリティSI※3

事業を展開するAVTEL社を完全子会

社化しました。今後は、グローバル企

業のお客様が求める国を跨いだ統一

仕様の高度なセキュリティシステムの

導入に対応するとともに、同社が扱う

世界の幅広いセキュリティシステムの

ラインアップを活用し、海外事業の成

長加速と、グローバル企業の日本拠点

との取引拡大を図ります。

また、新たな成長基盤の構築や、中

長期的シナジーにより事業拡大すべ

く、成長分野への投資も継続中です。

北米を中心にVSaaS※4およびACaaS※5

の統合プラットフォームを展開する

Brivo社※6に出資し、セコムが展開する

各国でクラウドベースのセキュリティ

システムを活用したサービスを展開中

です。タイでは、Brivo社のクラウド型

映像監視管理プラットフォームを活用

し初期コストを抑えつつ、複数拠点・

多デバイスで安全かつ効率的な映像

管理が可能なサービス「SECOM Eyes 

on Cloud」を提供しています。

今後は、海外事業において次世代の

コントロールセンターや ITセキュリ

ティなどの事業基盤の強化に加え、法

令遵守および、経営モニタリングの徹

底、人財の確保・育成を推進するとと

もに、プロアクティブ・セキュリティ※7

サービスモデルを構築していきます。

セコムブランドを世界に浸透させ自律

的成長の加速と、新たな地域や事業領

域への展開を推進し、「ANSHIN」が世

界の共通語となるよう取り組んでいき

ます。

※1  APAC：日本を含む東アジア、南アジア、東南アジア、オ
セアニアのアジア太平洋地域

※2  EMEA：ヨーロッパ、中東およびアフリカ
※3  グローバルセキュリティSI：世界各地で事業展開する
企業から、国・地域を跨いで統一した入退室管理シス
テムや監視カメラ等のセキュリティシステムの導入コ
ンサルティング、販売、工事等を請け負うサービス

※4  VSaaS (Video Surveillance as a Service)：監視
カメラ映像をクラウド上でアクセス・管理・解析する
サービス

※5  ACaaS (Access Control as a Service)：アクセスコ
ントロール端末をクラウド上で制御・管理するサー
ビス

※6  当社の出資先であるBrivo社とEagle Eye Networks
社は2026年3月期に合併し、合併後の事業はBrivo社
名義で運営されています

※7  プロアクティブ・セキュリティ：AI等の最新技術を活
用し、脅威の発生を早期検知し、犯罪を抑止するサー
ビス

インドネシアの緊急対処員

家庭向けオートショックAED「セコム・MyAED」

Brivo社のクラウドを活用した「SECOM Eyes on Cloud」

  セコムの成長戦略の実践
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  セコムの成長戦略の実践

主な取り組み
国内防災業界大手の能美防災と

ニッタンが、研究・開発から企画、デザ

イン、設計、製造、施工、メンテナンスま

でを一貫して行う体制のもと、自動火

災報知設備や消火設備などの幅広い

防災システムを提供しています。両社

は、オフィスビルからプラント、トンネ

ル、文化財、船舶、住宅など地域社会の

幅広い防災ニーズに応え、多くのお客

様との信頼関係を築いています。豊富

な施工実績のもと、新築物件や設備の

更新時期を迎える物件へのリニューア

ル提案を行い、「安全・安心」をお届け

しています。

避難所行動支援アプリ「N-HOPS」

大規模災害時における避難所運営

では、自治体職員や住民の経験に左右

されず誰もが手順に沿って初動対応

を進められる環境づくりが求められて

います。2026年5月、能美防災は避難

所の開設・運営に必要な作業を可視化

し、行動を支援するアプリ「N-HOPS」

を提供開始しました。複数の自治体と

連携した当アプリの実証実験を通じ

て、冊子のマニュアル使用時と比べて

作業時間が短縮した点や、避難所ごと

にカスタマイズ可能な点が評価されま

した。

今後も防災事業で培った知見を生

かし、災害時の「行動」を支援するデ

ジタルサービスを通じて、災害対策の

実効性向上に貢献していきます。

各種防災設備がグッドデザイン賞を

受賞

能美防災の「リング型表示灯付発信

機」が、長年にわたり機能と価値が広

く認められ、将来もそれらを発揮し続

けることが望まれるデザインを表彰す

る「2025年度グッドデザイン・ロング

ライフデザイン賞」を受賞しました。本

商品が11年前に発売される前は、壁

面から突出した円錐形の表示灯と発

信機は別々で、「暗い場所では発信機

の場所が分かりにくい」「廊下に設置さ

れた表示灯にぶつかって破損する」と

いった課題がありました。これらの課

題を解消したリング型の形状が、他社

も追随して業界で普及した点と、単な

る機能部品から空間の美観を損なわ

ず安全を支える製品へと進化し、意匠

性・機能面において社会に貢献した点

が評価されています。

また、最新型の煙感知器・熱感知器

は、「2025年度グッドデザイン賞」を

受賞しました。保守点検で認識しやす

い形を継承しつつ、ツヤを抑えた質感

と機器らしさを極力排したシンプルな

デザインを採用。最新機能を搭載する

とともに、システムや取り付けの互換

性を確保し、今後のリニューアルや長

期運用における負担軽減に寄与する

など、デザインと防災性能を両立して

いる点が評価されました。

今後も優れた製品を通じて、社会に

「確かな安全」と「安心して生活できる

環境」を提供し続けていきます。

海外市場向け新製品「Nittan Multi-

Panel（NMP）システム」

2025年4月、ニッタンは中東・東南

アジア市場向けに、中規模から大規模

複合施設まで幅広い用途に対応する

火災受信機プラットフォーム「NMPシ

ステム」の販売を開始しました。モジュ

ラー設計により、プロジェクトごとに

最適なシステム構成を実現できること

が特長です。さらに、高い拡張性を備え

ており、複雑な設備要件や将来のシス

テム拡張にも対応可能です。

屋内位置情報システム、水素炎検知器

が高評価 

ニッタンの「B Catch Now」は、日常

時、非常時を問わず役立つ特性が高い

製品やサービスを表彰する一般社団

法人フェーズフリー協会「P H A S E 

FREE AWARD 2025」で事業部門最

高位のGOLDを受賞しました。同製品

は、火災感知器等に取り付けたビーコ

ンの電波を用い、人や物の位置をパソ

コンやスマートフォンなどでリアルタ

イムに把握できる屋内位置情報システ

ムです。建物内の人や火災・防災設備

の場所を「見える化」することで、災害

時の初動対応の支援、平時のコミュニ

ケーション活性化や業務の効率化に

利用でき、導入先が拡大しています。

水素炎検知器「ArtiedgeIII-H2FD」

は、「2025年度グッドデザイン賞」を受

賞しました。同製品は、水素ガスが燃

焼した時の「見えない炎」を検知する

炎検知器で、水素関連施設の安全性を

高めます。安全性と景観性を両立する

防災設備が求められる中、非常時には

確実に存在を主張する造形との評価

を得ました。今後も強みである開発能

力を高めながら、当ブランドのライン

アップを拡充していきます。

避難所行動支援アプリ「N-HOPS」
（能美防災）

リング型表示灯付発信機（左）と熱感知器（右）
（能美防災）

防災事業
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事業報告： 防災事業

  セコムの成長戦略の実践

水素炎検知器「ArtiedgeIII」（ニッタン）

「B Catch Now」の位置情報画像（ニッタン）
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  セコムの成長戦略の実践

処方箋

処方箋

看護報告

医師の指示

薬剤提供・訪問服薬指導 訪問看護
診療

医療機関

患者

薬剤提供サービス
（セコム薬局）

訪問看護サービス
（セコム訪問看護 
ステーション）

連携

相談サービス

在宅医療サービス

在宅患者のバイタルデータを 収集・蓄積

患者宅

契約医療機関 連携機関

患者端末

在宅医療の従事者が 遠隔で 
患者の状態を確認

バイタルデータ収集・蓄積

ビデオ通話

オートアラート

目的に沿ったデータ表示

連携機関との情報共有

セコム
データセンター

主な取り組み
セコムは、健康や命を守ることが究

極の「安全・安心」と考え、1991年に開

始した在宅医療の支援を起点に、医

療、介護、健康・予防、ICTの4分野を中

心にメディカルサービスを提供してい

ます。また、各サービスをICTでつない

だ包括的な地域医療連携モデルの構

築も推進しています。

医療サービス

医療サービス分野では、医療機関と

連携した在宅医療サービス、病院・クリ

ニックの運営支援を行っています。海

外では、国内で培ったノウハウを結集

し、高品質な医療を提供する病院の運

営を行っています。

在宅医療サービスでは、全国34カ所

の「セコム訪問看護ステーション」から

看護師が訪問し、主治医の指示に基づ

いた医療処置や看護ケアを行う「訪問

看護サービス」を提供しています。薬局

での院外処方箋の受付、在宅療養中の

患者様を訪問し、薬剤や中心静脈栄養

輸液の輸液ライン・注射器などの医材

料・衛生材料の提供や服薬指導を行う

「薬剤提供サービス」も展開していま

す。また、急性期医療や回復期リハビリ

テーション、長期療養医療などを提供

する20カ所の提携病院の運営支援を

はじめ、医療用機器の販売・レンタル、

医薬品の共同購買管理を通じて、医療

機関のコスト低減や運営効率化を支

援しています。

医療体制の拡充や高水準なサービ

スへの需要が高い新興国では、病院の

運営に注力しています。インドの「サク

ラ・ワールド・ホスピタル」は、「日本式」

総合病院として成長を続けています。

2030年には、総合がん治療などの先

進医療を提供するとともに、医師・看

護師のトレーニング設備を設けるなど

教育・訓練機能も充実させた約350床

の新病院を同地域に開院し、地域医療

の高度化・医療基盤の強化を図ってい

きます。

介護サービス

在宅総合ケアセンターを拠点に「訪

問介護サービス」や「通所介護サービス

（デイサービス）」を展開しています。 

セコムのセキュリティや医療・介護のノ

ウハウを結集した「シニアレジデンス」

も運営しています。

健康・予防サービス

会員制健康管理クラブ「セコム健康

くらぶKENKO」や電話健康相談サービ

スを通じて、お客様の健康維持・増進

や疾病・介護の予防に貢献しています。

ICTサービス

セコムは、情報ネットワーク技術と、

病院の運営支援や在宅医療サービス

で培ったノウハウを生かし、独自のICT

サービスを展開しています。

「セコムVitalook（バイタルック）」は、

セコムのデータセンターに収集・蓄積

された在宅患者様のバイタルデータ※

を契約医療機関の医師や看護師がオ

ンライン上で確認し、ビデオ通話や遠

隔聴診も行える遠隔診療支援プラット

フォームです。また、クラウド型電子カ

ルテサービスや電子カルテに入力され

た診療情報を医療関係者が共有でき

るシステム「セコムLINKus（リンカス）」

をはじめ、放射線診断専門医の読影レ

ポートを提供して主治医の診断を支援

する遠隔画像診断支援サービス「ホス

ピネット」、病院経営情報分析システム

「セコムSMASH（スマッシュ）」などの

活用も進んでいます。「セコムSMASH」

は、データに基づく病院経営改革の実

効性が高く評価され「病院DXアワード 

2026」で優秀賞を受賞しました。

今後もICTサービスのグローバル展

開を見据えて、医療機関や患者様を切

れ目なく支える「安全・安心」なサービ

スの拡充に努めていきます。
※ バイタルデータ：脈拍、血圧、体温、心電図などの生体
データのこと

インド・ベンガルールに2030年開院予定の病院 
（完成イメージ）

メディカルサービス事業
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事業報告： メディカルサービス事業
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  セコムの成長戦略の実践

主な取り組み
セコムは、グループのリソースを生か

し、「事前の備え」としてのセキュリティ

と、「事後の備え」としての損害保険を

組み合わせることで、切れ目のない「安

全・安心」を提供できると考え、保険事

業を展開しています。

がん保険「自由診療保険メディコム」

「自由診療保険メディコム」は、安心

して治療に専念いただける実損てん補

型のがん保険です。自由診療・先進医

療・公的保険診療を問わず、入院治療

費を無制限に補償し、通院や公的保険

診療による在宅医療の治療費も5年ご

とに最大2,000万円まで補償します。

2025年11月には、がんの罹患歴を問

わず、法人の役員・従業員を包括的に

補償する「自由診療保険メディコムビ

ズ」の販売を開始し、治療と就労の両

主な取り組み
パスコは、人工衛星や航空機、ド

ローン、専用車両、船舶などに搭載し

た各種センサーで収集した地理空間

情報を加工・処理・解析し、社会課題の

解決に役立つサービスを提供していま

す。本セグメントの純売上高および営

業収入の約9割を占める国内公共部門

を中心に、国内民間部門と海外部門の

事業を展開しています。2026年4月に

は事業の提供価値・成長領域を再定義

した「パスコグループ2040ビジョン」

を策定し、空間情報技術を通じて、“よ

り良い未来社会をともに描き、実現し

ていく”決意を表明しました。

衛星事業の取り組み

2025年9月、国産小型衛星事業者と

販売店契約を締結し、高頻度で撮影が

可能な合成開口レーダー（SAR）衛星

立を支援する保険として高い評価を得

ています。

自動車保険「セコム安心マイカー保険」

「セコム安心マイカー保険」は、事故

発生時にお客様からの要請を受けて

駆けつける24時間365日体制の現場

急行サービスが付帯した自動車保険

です。セコムの緊急対処員による警

察・救急への連絡、事故状況の確認、

現場の写真撮影といった支援が好評

を得ています。

「Q P S - S A R」「S t r i X」、光学衛星

「GRUS」の観測データの提供サービ

スを開始しました。また2025年11月

には、国立研究開発法人宇宙航空研

究開発機構（JAXA）およびパートナー

企業と連携し、先進レーダー衛星「だ

いち4号（ALOS-4）」のデータ提供を

開始しました。パスコは、国産小型衛

星データ利活用の普及・促進と同時

に、観測・解析・サービスの提供を通じ

て、日本の宇宙産業の活性化を支援し

ていきます。

自然災害への対応やインフラ管理への

ドローン活用

2026年1月、垂直離着陸が可能な固

定翼ドローンを活用した航空測量の実

用化に向けた協業に関する基本合意

書を、総合商社、ドローン搭載用高精

度LiDARメーカーと締結しました。3次

セキュリティ導入による保険料割引が

特長の火災保険

「セコム安心マイホーム保険」は、

ホームセキュリティご契約者に対し、

盗難や火災のリスク軽減効果を反映し

保険料を割り引く住宅向け火災保険で

す。また、事業所向けの「火災保険セ

キュリティ割引」は、オンライン・セキュ

リティシステム導入によるリスク軽減

効果を反映した割引と、充実した補償

内容が特長です。オンライン・セキュリ

ティシステムをご利用のお客様に加

え、導入を検討中のお客様にも火災保

険を提案することで、セキュリティシス

テムの普及と保険拡販の両面から事業

成長と価値創出をめざします。

元レーザー計測の適用範囲拡大に向

けた検証を通じて、災害対応・事前防

災、広域インフラ管理などの分野にお

ける測量業務の高度化・効率化・省人

化とともに、航空測量事業の持続的発

展をめざします。

保険事業 地理空間情報サービス事業

ドイツ Wingcopter GmbH製の高性能eVTOL型固定
翼ドローンにイエロースキャン製UAV搭載型スキャナー
「Voyager」を搭載
写真提供 : 伊藤忠商事（株）
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  セコムの成長戦略の実践

「セコム安心マイカー保険」の現場急行サービス
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  セコムの成長戦略の実践

主な取り組み
セコムトラストシステムズは「安全・

安心・快適・便利」なICTサービスの構

築・運用で、アット東京は高い信頼性と

優れた接続性を兼ね備えたデータセン

ターの運営で、TMJはコンタクトセン

ターやバックオフィス業務を中心に幅

広いBPOサービスを提供し、高く評価

されています。

大規模災害対策・情報セキュリティ・ 

クラウドサービス

セコムグループのITシステムの開

発・運用を担うセコムトラストシステム

ズは、高水準のセキュリティと堅牢性

を誇る「セキュアデータセンター®」を

基盤に、大規模災害対策や情報セキュ

リティサービス、クラウドサービスなど

を提供しています。

大規模災害対策では、災害に対する

スで電子署名の付与に使用する電子

証明書が法務省の「実質的支配者リ

スト制度」におけるオンライン申請に

対応可能となり、DX推進に寄与して

います。

高水準のセキュリティ・堅牢性を備

えた「セキュアデータセンター®」は、

お客様のデータを安全にお預かりし、

各種ICTサービスを組み合わせて提供

しています。2025年10月に東京都内

で運用開始した「セキュアデータセン

ター®TC4」は、1,000ラック規模で、ハ

ウジングからコロケーションまで対応

でき、オンプレミス／パブリッククラ

ウド／プライベートクラウドを組み合

わせたハイブリッド環境を利用するこ

とができます。

　

データセンター

アット東京では、メガクラウドや通

信事業者との接続性や海外へのアクセ

シビリティの優位性に加え、ノーダウ

ンオペレーションを強みとするデータ

センターを運営しています。首都圏で

のネットワーク集積拠点である国内最

大規模の中央センター（CC1）や中央第

2センター（CC2）、AIなどの次世代テク

ノロジーに対応した中央第3センター

事前準備から初動対応、復旧までの

BCPを支援するサービスを提供してい

ます。地震やインフラ障害の発生時に、

社員やその家族の安否や事業所の被

災状況などを迅速に把握できる「セコ

ム安否確認サービス」は、国内最大級

の危機管理サービスです。2025年7月、

国内市場トップのクラウド人事労務ソ

フト「SmartHR」とAPI連携を開始し、

ご契約先の業務効率化やDX促進につ

なげています。2026年6月には、事業向

けIT製品・クラウドサービスの評価プ 

ラットフォーム「ITreview（アイティレ

ビュー）」が実施している「ITreview 

Grid Award」の安否確認システム部門

において、5年連続Leaderの称号を受

賞しました。

情報セキュリティサービスでは、サイ

バー攻撃に対する事前の診断・対策、

24時間365日体制での監視、事故発生

（CC3）を配備しています。

2025年には、セコムトラストシステ

ムズが運用する「セキュアデータセン

ター」内に「ATBeX東京西アクセスポイ

ント」を開設するなど、全国規模でのコ

ネクティビティ強化を図っています。

さらに、協業による生成AIの利用拡

大やセキュリティの拡充にも取り組ん

でいます。2025年11月、国内最大級の

GPUデータセンター運営企業とGPU

ビジネスモデルの実証実験に着手し、

2026年には、大手システムインテグ

レーターやデータ保護企業との協業

で、ランサムウェア対策向けバックアッ

プソリューション「セキュアデータボル

ト」を提供開始予定です。

BPOサービス

労働力人口の減少を背景に、高品質

なコンタクトセンターやバックオフィ

ス業務向けのサービスに対するニーズ

は高まっています。国内ではBPO業務

の設計から運用までを委託できるアウ

トソーサーが少ない中、TMJの「安全・

安心」で質の高いサービスが好評を得

ています。

「TMJ Generative Solution」は、人

とデジタルを融合したハイブリッドコ

時の対処を包括的に支援しています。

セキュリティリスクへの早期対処を可

能にする「アタックサーフェス調査サー

ビス」をはじめ、エンドポイント、ネット

ワーク、クラウド等のお客様環境を広

範囲に監視する「サイバーセキュリティ

総合監視サービス（仮称）」の実現をめ

ざしています。

クラウドサービスでは、HRテック

サービスや文書の電子化などを提供

しています。2025年8月、「セコムあん

しんエコ文書サービス」などのサービ

ンタクトセンターへの変革を支援する

サービスです。2025年8月に「AIによる

応対品質自動評価」機能、2026年4月

には、AIロールプレイトレーニング

ツールなどのソリューションを追加し、

コンタクトセンターの飛躍的な生産性

向上とコスト抑制に寄与しています。

また、保険業法の改正を背景に、代

理店の業務運営に関する体制整備が

厳格化されています。2025年10月、保

険領域の豊富な実績を持つTMJは、

BPOサービスを業界向けに最適化・

パッケージ化した「保険センター立上・

運営サポートサービス」を開発・提供

し、業界の課題解決を支援しつつ、事

業領域の拡大も推進しています。

文部科学省が40万人の留学生受け

入れ目標を掲げる中、専門性を要する

事務領域の効率化が各大学の共通

テーマとなっています。2026年3月、

フィリピンの子会社は、多言語対応力

や運用設計力が評価され、「留学生受

け入れ支援ソリューション」を運営す

る私立大学のグループ企業から、一部

事務業務の委託先として選定されまし

た。今後もTMJは、大学事務の業務効

率化、国際化推進を支援していきます。

「セキュアデータセンター ®TC4」 アット東京中央第3センター（CC3） TMJのコンタクトセンター

BPO・ICT事業
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  セコムの成長戦略の実践
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